
1 

探鳥会スタッフ通信 2022 年 1月号 

探鳥会スタッフ通信 

 
 

「探鳥会スタッフ通信」は、探鳥会の考え方や様々な運営手法について、全国の連携団体の探鳥会

リーダーの皆様と情報交換を行うための通信です。 
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◆「日本野鳥の会東京 Young 探鳥会ライビュ」に参加して
 

全国の探鳥地をつないで配信するオンライン探鳥会「日本野鳥の会東京Young探鳥会ライビュ」が

開催されました。当日、各地の支部の探鳥会リーダーのみなさんと財団普及室も参加しましたので、そ

の様子をご報告します。 

 

■イベント概要 

【日時】2021年12 月4日(土)10～12時頃

（終了後に交流会約 40 分） 

【開催方法】Zoom meetingsを利用し、全国

各地の有志が、自身のフィールドからライブ

配信。配信された映像を、SNS 等を通じてイ

ベントを知った方々が視聴した。日本野鳥の

会東京の石亀さんが司会進行を行った。 

【ライブ配信に参加した探鳥地】 

宮城県(蕪栗沼周辺)／埼玉県(伊佐沼)／千葉

県(ふれあい松戸川)／東京都(バードショッ

プ)／神奈川県(宿河原堰)／鳥取県(米子水鳥

公園)／岡山県(溜池)／徳島県(那賀川出島野

鳥園)／佐賀県(東よか干潟)／オーストラリア

（ケアンズ周辺）の10か所 

 

 

【視聴者】 

最大同時視聴 73 名（日本野鳥の会東京・ヤ

ング探鳥会の facebook や twitter をご覧に

なった方） 

 

■開催の経緯 

2021 年 8 月、探鳥会リーダーズフォーラ

ムで、日本野鳥の会東京の石亀さんから、この

イベントの提案がありました。それは、「日本野

鳥の会東京・ヤング探鳥会が司会・運営を担う

ので、各地の探鳥会リーダーのみなさんは、ご

自分のフィールドから、ライブ配信の撮影者と

して参加してみませんか」というものでした。 

 「オンラインイベントには関心があるけれど、

独自で開催するのが難しい、方法がわからない、

という方に、まずはライブ配信の撮影者役を体

験してもらおう」という趣旨の企画です。 
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■当日の様子 

 ヤング探鳥会のメンバーの他、宮城県支部、

埼玉、東京、岡山県支部、鳥取県支部、徳島県

支部の方が、撮影者として参加されました。 

 10 か所の探鳥地を、司会者が順番に紹介。

順番が回ってきた探鳥地の撮影者は、望遠鏡と

スマホ等で鳥の映像を撮影・配信し、野鳥や探

鳥地の解説をしました。 

初めてのライブ配信という撮影者の方も多

く、電波が不安定で途中配信が途切れることや、

機材の使い方に戸惑う様子もみられましたが、

司会者やほかの参加者が互いにフォローしな

がら、進められました。 

チャット欄には、視聴者の方から感想や質問

が寄せられていました。蕪栗沼周辺のマガンが

映し出されると、「来週、（蕪栗沼に）行く予定

です。楽しみです！」など、ライブ配信ならで

はのコメントが寄せられる場面もありました。 

 

■視聴者の声（日本野鳥の会東京の報告より） 

・コタツに居ながら暖かく野鳥を見ることがで

き楽しかった。 

・身体に障害があり外でのバードウォッチング

が難しい中、家にいながら全国、世界の野鳥

を見られて楽しかった。 

・普段、家の周辺の野鳥を見るだけなので、珍

しい野鳥を見て世界が広がった。 

・オンラインイベントを楽しみにしている。ま

た次回も開催して欲しい。  

 

 

▲徳島県・出島野鳥園のオオタカ。 

▲米子水鳥公園からは、たくさんのカモ。 

 

■まとめ 

オンラインイベントやライブ配信には、実際

にやってみないとわからないことが多々あり

ます。今回の企画は、探鳥会リーダーの皆さん

にとって、オンラインイベントを体験する絶好

の機会となったのではないかと思います。 

また、視聴者にとっても、全国各地の野鳥や

探鳥地を知ることができる、とても魅力的なイ

ベントでした。 

今回視聴者として参加し、興味を持たれた方

には、機会があれば、次はぜひ、配信にチャレ

ンジしていただきたいと思いました。 

 

（普及室／江面康子）

 

 

 

◆宮崎県支部からの報告「南九州大学市民公開講座(第 3 回目) 実施報告」 
 

日本野鳥の会宮崎県支部より、南九州大学との連携で推進している市民公開講座についてご報

告いただきました。本講座は今回で3回目の開催です。（普及室） 

 

■概要 

宮崎県支部と南九州大学の連携で推進して

いる市民公開講座の３回目を実施しました。今

回もテーマに基づき午前中は座学､午後は屋外

での観察会と２部構成で行いました。 

 

【実施日】2021年 11月 20 日（土） 

9:15～14:30 

【参加者】24 名（会員 8 名、非会員 16 名） 

【内容】 

第 1部：座学＠リバーパル五ヶ瀬川 

（宮崎県延岡市牧町） 
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その１「宮崎県と延岡周辺の野鳥を知ろう」 

その２「延岡周辺の観察スポット紹介」 

その３「バードウォッチングと健康法」＊今

回初企画 

第 2 部：屋外観察会＠友内川河口散策コース

（同上） 

 

■当日の様子 

第１部：座学 

その１「宮崎県と延岡周辺の野鳥を知ろう」 

講師／県支部事務局 前田幹雄 

・県の鳥、国の鳥・一番重い鳥、一番軽い鳥・

木の枝で眠る鳥・水の上でも平気なカモ・鳥

の体温は何故高い？ ・モズのハヤニエ ・カ

ラ類は鳥語で会話・鳥の囀りの鑑賞 ・トケン

類の托卵 他  

 

その２「延岡周辺の観察スポット紹介」 

講師／延岡地区会員 永田敏治 

・城山公園・行縢山（ムカバキヤマ）・愛宕山（サ

シバ観察地）・友内川・金堂ヶ池 他 

▲延岡周辺の観察スポットの紹介 

 

その３「バードウォッチングと健康法」 

講師／南九州大学健康栄養学部  

教授 渡邉純子さん 

・野鳥観察が体と心によい理由・野鳥観察によ

る身体活動量・野鳥観察を継続するための栄

養管理法 他 

 

今回初めて紹介された「バードウォッチング 

と健康法」では、野鳥観察行動は心身のストレ

ス解消や免疫力アップ、人との交流による認知

症のリスク低減につながるなどの話や、持続可 

能な活動に欠かせない食事や栄養管理につい

ても解説があり参加者が熱心に聞き入ってい

ました。 

 

 

▲野鳥観察と健康法について説明 

 

第２部：野外観察会 

 午後は座学会場の近くの友内川散策コース

で屋外観察会を行いました。散策前に事務局の 

猪崎悦子さんが「フィールドマナー～や・さ・ 

し・い・き・も・ち」に基づき野鳥観察のマナ

ーや注意事項を説明しました。その後、事務局

スタッフのエスコートで友内川に設けられた

散策路を歩きながら河口周辺の水鳥や山野の

鳥を観察しました。 

▲友内川の観察風景 

 

岸辺の葦の群生地では、友内川には初めて飛

来したというクロツラヘラサギやマガモ、ヒド

リガモ、カワセミ、サギなどが観察できました。

上空にはミサゴやトビ、ハイタカなどが悠々と

飛んでいました。河口では、カワウの群れが追

い込み漁をする場面に遭遇。群れる魚を狙って

ミサゴやクロツラヘラサギなども加わりダイ

ナミックな野鳥のエサ摂りを観察でき、参加者

は大喜びでした。 
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▲カワウの追込み漁 

にぎやかな観察と鳥合せ作業を全員で行い、

終了後のアンケートでは野鳥とのふれあいで

宮崎の自然を再認識したと、宮崎県支部と南九

州大学の取組みに感謝のコメントが寄せられ

ました。 

 

（日本野鳥の会宮崎県支部／前田幹雄） 

 

 

 

 

 

 

◆補聴器探鳥会に参加してきました 

 
年齢とともに聴覚の衰えを感じる昨今、補聴器の使用を検討していたところ、愛知県支部で補聴

器探鳥会なるものが開催されると聞き参加してきました。同じ悩みを持つリーダーの方も多いと思

いますので紙面を借りてレポートします。 

 

■バードウォッチングに苦労する？ 

参考までに自己紹介をしておきますが、

2022 年 1 月現在 57 歳です。バードウォッ

チング歴は 43年になります。耳の悪さは遺伝

的なものか、実家が町工場なので、職業難聴の

どちらかのようです。ちなみに、父親も兄も同

じように 50代で耳が悪くなっていました。健

康診断でも、しばらく前から左耳が B 判定にな

っていて、最近は右も B 判定になりました。特

に、右の耳は、突発性難聴の影響か、ある周波

数の聞こえが特に悪い状態です。 

バードウォッチングをする際、以下 2点が大

きな問題になっています。 

 

（１）若い人やかみさんと歩いていると、「今鳴

いたの何？」と聞かれても、聞こえていな

いので答えられない。つまるところ、高い

声の鳴き声や遠くの声が聞こえていない

状況。 

 

（２）左右の耳で、聞こえに違いがあるため、

鳥のいる位置が特定できない=本来の場

所から左に30度くらいずれている場所

にいるように感じてしまう。 

 

こんな状態なので、40 代のころでは考えら

れないくらい、バードウォッチングに苦労して

いるなと感じていました。 

 

■補聴器はお年寄りのもの？ 
補聴器は、人の声を聞きやすくするもので、

耳の悪い高齢の方が使用するものというイメ

ージが強く、ちょっと敬遠していました。 

ただ一方で、世の中がこれだけ進歩している

ので、良い補聴器が開発されているのではない

かという期待もありました。つまり、高音の鳥

の声が聞きやすい補聴器や、高音の鳥の声を聞

こえるように調整できる補聴器がすでにある

が、私が知らないだけなのではないかという期

待です。そんなことを考えながら、ホームペー

ジで少し調べたところ、近くで短期間のレンタ

ルをしてくれるお店を見つけました。健康診断

は 9月で、鳥のさえずりも聞こえない時期でし

たので、春になったらレンタルしてみようと思

い、とりあえずメモを残しました。 

 

■補聴器探鳥会が開催される 
補聴器の話をスタッフにしておいたことが

良かったのか、「愛知県支部が、補聴器探鳥会を

やるみたいですよ」と、情報が入ってきました。

なんとタイミングが良いことか、これは何かの

縁と思い、飛び入り参加させてもらうことにし

ました。 

2021 年 11 月 27日、場所は名古屋市の庄

内緑地公園。日本野鳥の会愛知県支部と補聴器

の販売店メガワールド、補聴器メーカーのシグ

ニア補聴器の共同開催。名称は「聞こえの再発

見！バードウォッチング補聴器無料体験」です。 
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まず、聞こえ方のチェックからはじまります。

1000 ヘルツ～8000 ヘルツの周波数ごとに

聞こえるレベルのチェックをします。ちなみに、

健康診断のときは、２つの周波数と、同じ音の

大きさ、この２パターンです。1000 ヘルツ、

2000ヘルツ、3000 ヘルツ、4000 ヘルツ、

8000 ヘルツの５つ周波数と、音量も 5 段階

くらいの強さでのチェックでした。ちなみに、

私は 4000 ヘルツと 8000 ヘルツは、70 代

～80代の聞こえ方でした。 

▲健康診断よりは、かなり厳密に聞こえ方のチ

ェックを行います。 

 

次に、このデータをもとに、補聴器とパソコ

ンをブルートゥースでつないでチューニング

します。私の場合は、4000ヘルツと 8000ヘ

ルツの音域の聞こえが悪い状態なので、このあ

たり大きな音に調整して聞こえるようにする

ようです。 

いよいよ補聴器を装着。とても軽くて、着け

ている感じが気にならず、逆に落としていない

だろうかと心配になるくらいでした。自分の話

し声が気になることを伝えると、パソコンです

ぐに調整していただき、補聴器が進化している

ことが実感でき、期待が膨らんできました。 

次は、いよいよ野外に出て、補聴器バードウ

ォッチングの実践です。 

 

■一言で表現すれば「耳用の双眼鏡」！！ 
建物から一歩でると、すぐにハクセキレイの

声が聞こえてきました。すぐ近くにいるのかと

思ってふりかえると、それなりに離れたところ

で鳴いています。まわりの木々の中からメジロ 

 

やシジュウカラの声も聞こえてきます。昔は声

を聞くだけで、何羽くらいいるのか大体分かっ

たのですが、その感覚を取り戻すことができた

感じでした。左右の聞こえ方の違いで、特定で

きなかった鳥の位置も分かるようになりまし

た。 

実際に使ってみた感想を一言で表現するの

であれば、「耳に着ける双眼鏡」「耳用双眼鏡」

というイメージです。補聴器は聞こえなくなっ

た部分を補填するものですが、私の感想は、「双

眼鏡や望遠鏡、カメラと同じように、補聴器は

バードウォッチングのひとつの道具」という印

象を持ちました。高価な双眼鏡やカメラを使う

ことにより、バードウォッチングの楽しみの幅

は大きく拡がります。それと同じように、補聴

器を使うことにより、鳥の声を聞くという楽し

みが加わることになります。私はすでに聞こえ

が悪く、野鳥の調査は引退していましたが、こ

れなら復帰できるかもしれないとも感じました。 

 

 
▲「こんなに鳴いていたのか！」と驚く参加者も 

 

■補聴器にお金をかけるのはアリ 
20 歳くらい若返った感じの聞こえ具合でし

た。普段使わずに、バードウォッチングの時だ

けつけて、鳥の声を楽しむ、調査を楽しむ道具

として考えて良いと思いました。 

課題は、長時間使用した場合の使い心地と、

値段です。値段が安いものは、高音域の補正機

能が弱いようです。ちなみに私が使用したもの

は、両耳で 100 万円を超えるものでした。た

だ、スワロフスキーやカールツァイスの双眼鏡

にお金をかけるように、あるいは高価なカメラ

を持つように、補聴器にお金をかける価値は十

分あると思いました。 

60 歳を過ぎてからバードウォッチングを始

めた方は、これまで野鳥の声、特に高い声を聴 
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いたことがないらしく「こんなに鳥が鳴いてい

るとは知らなかった」と興奮していました。 

一部の方は、風切り音や枯葉の転がる音にや

や違和感を覚えていたようですが、基本的に皆

さん良く聞こえると好評でした。 

 

■今後の続編をお楽しみに 
リーダーの高齢化が進む昨今、私同様、聴力

の衰えに悩むリーダーの方も多いのではない

かと思います。そういう方にはぜひ補聴器の使

用を検討してみていただきたいと思います。 

今回は、半日程度の使用でしたが、今年の春

は、とりあえずレンタルして、バードウォッチ

ングを楽しもうと思っています。また感想等を

お伝えしますので、続編をお待ちください。 

 

（普及室／富岡辰先） 

 

 

◆普及室からのお知らせ 
 

■3 月開催の「初心者向けバードウォッチング」実施概要をお送りください■ 
 

3 月開催の「初心者向けバードウォッチング」

実施概要の締め切りは、1月末日となります。 

開催を予定される支部の皆さまは、実施概要を

お送りください。  

※詳細は10/15 付で各支部事務局に送付した 

資料をご覧下さい。

 

■春期開催分「初心者向けバードウォッチング」実施概要の募集を始めました■ 

  
「初心者向けバードウォッチング」の春期

（2022 年 4 月～6 月）開催分の実施概要を

募集します。締め切りは、4 月開催分は 2 月

末日、5 月開催分は 3 月末日、6 月開催分は

4 月末日となります。本紙 1 月号紙面版に同

封して支部事務局宛にご送付しました資料を

ご覧いただき、開催を予定される支部の皆さま

は、実施概要をお送りください。 

 

■探鳥会のリスクマネジメント研修のお知らせ（2 月開催分）■ 
 
リスクマネジメントは、これからの時代の野 

外活動では必須の研修です。その考え方を知っ 

ているか知っていないかで、探鳥会の安全性が 

変わってきます。 

以下の要項をお読みいただき、ご参加いただ 

ける方は  2/20（日）までにお申込みください。 

【タイトル】 

探鳥会のリスクマネジメント研修（基礎編／実践編） 

【実 施 日】2022 年 2月 26 日（土） 

１5時～17時30分（締め切り2月20日（日） 

【内 容】 

前半の基礎編では、リスクマネジメントの基 

本的な考え方についてわかりやすく解説し、ど 

のような法的責任がかかってくるのかについ

て解説していきます。 

後半の実践編では、具体的に支部の探鳥会に

むけてどのようなことをすればよいのかにつ

いてお話していきます。 

 

 

 

【配 布 物】テキスト 1冊（PDF版） 

※以下の URL からダウンロードしてください。 

https://www.wbsj.org/info/shibu/tancho

/risk_management_text_202012.pdf 

（当会の顧問弁護士ほかに監修していただきました。） 

【定 員】定員 10 名 

【参 加 費】無料 

【申し込み】件名に「リスクマネジメント研修 

申し込み」と明記の上、①お名前②支部名③

メールアドレスを明記の上、2/20（日）まで

に tancho-staff@wbsj.org あてにお送り

ください。 

【受講環境】 

①受講には、インターネットに接続する環境 

が必要です。 

②お使いのパソコンに、スピーカー、マイク、 

web カメラの設備が備わっているかご確 

認ください。 

③スマホでも受講できます。wifi 環境での受 

信をお勧めします。 

④zoom というサービスを使用する予定です。 

https://www.wbsj.org/info/shibu/tancho/risk_management_text_202012.pdf
https://www.wbsj.org/info/shibu/tancho/risk_management_text_202012.pdf
mailto:tancho-staff@wbsj.org
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【進 行】 

15：00 オープニング 

15：10 リスクマネジメント（基礎編） 

16：00 質疑応答 

16：10 リスクマネジメント（実践編） 

17：10 質疑応答 

17：30 終了 

 

 

 

 

 ▲研修の様子 

 

 

■探鳥会保険が変わります！■ 
 

2022 年 1 月 1 日付で探鳥会保険の更新を

行いました。その際に保険代理店を変更し、こ

れまで以上に探鳥会保険をご活用いただける

形になりました。 

主な変更点をご紹介いたしますので、別途お

送りしてある「探鳥会保険のご案内」の Q＆A

をご参照ください。 

 また、探鳥会保険に関するお問い合わせは、

普及室（tancho@wbsj.org）までお寄せください。 

 

【変更点１】調査活動についても探鳥会保険を

ご利用いただけることになりました。 

（Q20参照） 

 これまでご要望が多かった調査活動につい

ても、探鳥会保険で扱えることになりました。

ただし、調査員が報酬を受け取っていないこと

が前提になります。申請の仕方は探鳥会の場合

と同じです。所定の書式にご記入いただき、事

後に申請をしていただければ受理いたします。 

【変更点２】虫などによる咬傷が原因で感染し

た感染症についても対象になります。 

（Q7 参照） 

 これまでは、スズメバチやダニなどの咬傷に

ついてのみ保障できますと説明してきました

が、今回から咬傷が原因とわかっている感染症

についても傷害保険で扱うことができるよう

になりました。 

 

【変更点３】船を利用した探鳥会の場合、乗船し

ていない場面に限って保険の対象になります。 

（Q17参照） 

 これまでは「船を使った探鳥会は扱うことが

できません」と説明してきましたが、今回から

船を使っている間は適用されませんが、それ以

外の陸地での事故については取り扱うことが

できるようになりました。なお船の種類は定期

便かチャーターかは問いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:tancho@wbsj.org
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■ワイルドバード・カレンダー2023 写真募集中■ 
 
 当会オリジナルカレンダー「ワイルドバー

ド・カレンダー2023」に掲載する写真を募

集します。応募要項は、当会ホームページで

公開中。応募受付は、2022年 1月 20日か

ら 2022 年 3月 31 日まで。                                                                   

ご応募は、オンラインサイトにて受け付けて

おります。詳細は応募要項をご確認ください。

皆様の力作をお待ちしております。 

 

 

 

●応募要項のホームページ 

https://www.wbsj.org/shopping/goods/

original-calendar/ 

 

●お問い合わせ 

普及室 販売出版グループ カレンダー担当 

TEL：03-5436-2626   

FAX：03-5436-2636   

Ｅ-mail：birdshop@wbsj.org 

 

（普及室／森谷机珠瑶） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.wbsj.org/shopping/goods/original-calendar/
https://www.wbsj.org/shopping/goods/original-calendar/
mailto:birdshop@wbsj.org
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◆探鳥会開催状況（2021 年 11 月分） 
 

 2021 年 11 月は 64 支部が計 265 回の探鳥会を開催しました。昨年同月の開催支部数は 62

支部、開催探鳥会数は 211回でした。（開催回数には中止の回数は含みません。） 

 

表 1. 11月の探鳥会開催状況（探鳥会保険の申請結果から作成） 

 

オホーツク支部 1 1

根室支部 - -

釧路支部 1 2

十勝支部 - -

旭川支部 0 0

滝川支部 1 1

道北支部 0 0

江別支部 - -

札幌支部 2 0

小樽支部 2 -

苫小牧支部 1 1

室蘭支部 1 1

道南桧山 2 2

青森県支部 - -

弘前支部 2 2

秋田県支部 3 4

山形県支部 3 5

もりおか 1 1

北上支部 - 1

宮古支部 - -

宮城県支部 1 5

ふくしま 2 2

郡山支部 1 1

白河支部 1 2

会津支部 1 2

奥会津連合 - -

いわき支部 1 0

福島県相双支部 - -

南相馬 0 0

茨城県 18 11

栃木県支部 0 7

群馬 7 13

吾妻 3 3

埼玉 2 9

千葉県 9 10

東京 5 12

奥多摩支部 9 9

神奈川支部 14 14

新潟県 2 3

佐渡支部 - -

支部
探鳥会開催回数
（2020年11月）

探鳥会開催回数
（2021年11月）
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備考：-は保険の申請がなかったことを示しています。 

（普及室） 

富山 2 2

石川 3 4

福井県 1 2

長野支部 3 3

軽井沢支部 1 1

諏訪支部 0 -

木曽支部 - -

伊那谷支部 0 -

甲府支部 1 1

富士山麓支部 1 1

東富士 1 -

沼津支部 1 -

南富士支部 1 1

南伊豆 1 1

静岡支部 1 2

遠江 3 2

愛知県支部 13 13

岐阜 - -

三重 0 4

奈良支部 6 4

和歌山県支部 1 1

滋賀 6 7

京都支部 2 5

大阪支部 8 13

ひょうご 1 3

NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 4 3

島根県支部 3 4

岡山県支部 5 5

広島県支部 4 5

山口県支部 2 3

香川県支部 2 2

徳島県支部 7 7

高知支部 - 2

愛媛 4 4

北九州支部 3 3

福岡支部 8 8

筑豊支部 4 3

筑後支部 3 4

佐賀県支部 3 3

長崎県支部 0 4

熊本県支部 5 4

大分県支部 1 2

宮崎県支部 0 3

かごしま県支部 0 2

やんばる支部 - -

西表支部 - -

報告支部数合計 72 69

開催支部数合計 62 64

開催回数合計 211 265
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◆探鳥会保険集計結果（2021 年 11 月分）※中止と下見を含む 
 

  11 月は 69支部からご報告をいただき、計 289 回の探鳥会が開催され、のべ 5,859 人が参加さ

れました。（開催回数には中止の回数も含まれます。参加者数には中止の際の当日対応も含まれます。）

  

表 2.  11月の探鳥会保険集計結果（2021 年 11月 15日現在）

 

会員(人) 一般(人)

オホーツク支部 1 18 0 1 19

根室支部 - - - - -

釧路支部 2 13 23 4 40

十勝支部 - - - - -

旭川支部 0 0 0 0 0

滝川支部 1 16 2 1 19

道北支部 0 0 0 0 0

江別支部 - - - - -

札幌支部 2 0 0 2 2

小樽支部 - - - - -

苫小牧支部 1 0 15 7 22

室蘭支部 1 4 7 2 13

道南桧山 2 9 21 4 34

青森県支部 - - - - -

弘前支部 2 25 9 2 36

秋田県支部 4 32 5 4 41

山形県支部 5 54 0 9 63

宮古支部 - - - - -

もりおか 1 25 6 5 36

北上支部 1 5 19 2 26

宮城県支部 7 100 35 20 155

ふくしま 2 37 0 4 41

郡山支部 1 15 0 3 18

白河支部 2 7 0 2 9

会津支部 2 11 4 2 17

奥会津連合 - - - - -

いわき支部 0 0 0 0 0

福島県相双支部 - - - - -

南相馬 0 0 0 0 0

茨城県 11 58 93 14 165

栃木県支部 7 134 47 31 212

群馬 13 222 66 43 331

吾妻 3 16 31 6 53

埼玉 23 186 7 82 275

千葉県 10 124 36 39 199

東京 12 272 12 72 356

奥多摩支部 9 137 45 32 214

神奈川支部 14 192 66 41 299

新潟県 3 24 43 13 80

佐渡支部 - - - - -

支部
開催回数
(回)

参加者数 スタッフ数
(人)

合計人数
(人)
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  備考：-は保険の申請がなかったことを示しています。 

（普及室） 

富山 2 32 17 6 55

石川 4 54 58 11 123

福井県 2 4 28 7 39

長野支部 3 67 11 6 84

軽井沢支部 1 13 7 1 21

諏訪支部 - - - - -

木曽支部 - - - - -

伊那谷支部 - - - - -

甲府支部 1 27 7 3 37

富士山麓支部 1 5 0 1 6

東富士 - - - - -

沼津支部 - - - - -

南富士支部 1 8 0 1 9

南伊豆 1 6 1 2 9

静岡支部 2 41 15 5 61

遠江 2 31 6 6 43

愛知県支部 13 181 9 34 224

岐阜 - - - - -

三重 4 34 5 7 46

奈良支部 4 85 0 9 94

和歌山県支部 1 3 0 2 5

滋賀 7 45 70 15 130

京都支部 5 73 0 19 92

大阪支部 14 178 3 72 253

ひょうご 3 36 71 24 131

NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 3 38 9 3 50

島根県支部 4 49 19 4 72

岡山県支部 5 95 61 18 174

広島県支部 6 85 1 15 101

山口県支部 3 24 12 3 39

香川県支部 2 68 12 3 83

徳島県支部 7 143 39 7 189

高知支部 2 19 35 2 56

愛媛 4 55 50 6 111

北九州支部 3 41 5 4 50

福岡支部 8 143 50 17 210

筑豊支部 3 34 1 4 39

筑後支部 4 29 3 8 40

佐賀県支部 3 87 11 4 102

長崎県支部 7 39 3 13 55

熊本県支部 4 53 33 9 95

大分県支部 2 36 10 8 54

宮崎県支部 3 37 23 3 63

かごしま県支部 3 32 0 7 39

やんばる支部 - - - - -

西表支部 - - - - -

全国 289 3,766 1,277 816 5,859
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◆今月の購読者数 

 

探鳥会スタッフ通信 1月号の電子メール版の購読者数は、先月から変わらず 880 名です。 

各支部の購読者数は、「財団からの配信者数」と「支部からの転送による配信者数」の合計です。 

 

表 3. 探鳥会スタッフ通信 1月号電子メール版の購読者数（2022年 1月 18日現在）

 
（普及室） 

支部 購読者数 支部 購読者数

オホーツク支部 7 軽井沢支部 1
根室支部 2 諏訪 6
釧路支部 4 木曽支部 1
十勝支部 1 伊那谷支部 1
旭川支部 3 甲府支部 4
滝川支部 1 富士山麓支部 0
道北支部 1 東富士 0
江別支部 0 沼津支部 3
札幌支部 6 南富士支部 3
小樽支部 3 南伊豆 2
苫小牧支部 2 静岡支部 2
室蘭支部 4 遠江 11
道南桧山 2 愛知県支部 45
青森県支部 1 岐阜 6
弘前支部 4 三重 20
秋田県支部 4 奈良支部 6
山形県支部 4 和歌山県支部 5
宮古支部 1 滋賀 20
もりおか 4 京都支部 33
北上支部 2 大阪支部 29
宮城県支部 39 ひょうご 17
ふくしま 6 NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 10
郡山支部 1 島根県支部 13
白河支部 2 岡山県支部 28
会津支部 2 広島県支部 8
奥会津連合 0 山口県支部 16
いわき支部 1 香川県支部 7
福島県相双支部 0 徳島県支部 5
南相馬 4 高知支部 1
茨城県 22 愛媛 16
栃木県支部 60 北九州 11
群馬 24 福岡支部 12
吾妻 1 筑豊支部 23
埼玉 37 筑後支部 6
千葉県 24 佐賀県支部 5
東京 67 長崎県支部 3
奥多摩支部 49 熊本県支部 13
神奈川支部 28 大分県支部 4
新潟県 2 宮崎県支部 5
佐渡支部 1 かごしま県支部 4
富山 3 やんばる支部 0
石川 30 西表支部 1

福井県 12 合計 880

長野支部 3
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◆探鳥会スタッフ通信（電子メール版）の無料配信について 

 
探鳥会スタッフ通信は、支部の探鳥会スタッ

フならどなたでも受信できます。（無料です） 

ご希望の方は、「探鳥会スタッフ通信希望」

と明記のうえ、①支部名 ②担当している探鳥

会名 ③お名前 ④ご住所 ⑤電話番号 ⑥メー

ルアドレス（パソコンやスマートフォンのア

ドレス）を記入し、tancho-staff@wbsj.org

へお申し込みください。バックナンバーとと

もにメール版を送信いたします。 

配信を希望されない、メールアドレスの変更

などについても、tancho-staff@wbsj.org ま

でお知らせください。 

 

 

★編集後記 
 
本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。感染症が流行してから 2回目の年越しですね。 

旧年は感染者の増加やワクチン接種、ようやく収束が見えてきたところでのオミクロン株流行..

とまだまだ心配は尽きませんが、良かった点としてはオンラインでの探鳥会やイベント等新しい試

みが、回数を重ねるにつれ有用な手段である事が実感された年でもありました。 

 

(普及室／十倉 久枝) 
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◆担当 

普及室 普及教育グループ 

〒141-0031 
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